
１０　健康福祉課 

 

〔実施した施策・事業の内容及び成果並びに今後の目標及び課題〕 

（社会福祉グループ） 

　○　地域福祉の推進 

　　「第４期地域福祉計画・地域福祉活動計画」に基づき、地域共生社会の実現に向けた包括的な相

談支援体制の構築や、地域力の強化の推進を図るため、社会福祉協議会及び障がい者相談支援セン

ターと連携し、障がい者以外の相談にも対応するとともに、関係機関とのネットワーク体制の強化

に努めました。今後は高齢者、障がい者、子ども、生活困窮者等の複雑化・複合化した支援ニーズ

に対応するため、重層的支援体制の構築に向けて、関係機関と調整を進めていきます。 

　　民生委員・児童委員については、市民の立場に立って相談に応じ、必要な援助を行いました。 

市民生委員児童委員協議会の全体会や地区会を定期的に開催し、より充実した相談・支援活動が

行えるよう研修や事例の研究、話し合い等を行い関係機関と連携しながら活動を行いました。 

災害時の要支援者対策として、「避難行動要支援者名簿」の更新を行うとともに、「避難行動要

支援者名簿」に記載されている方を対象に、一人一人の具体的な避難支援方法等を記載する「見守

り・個別避難計画」の作成を進めました。今年度は、いくつかの自治会等からの相談を受け、作成

方法や災害時の支援のあり方について話し合いの場を設けました。今後は災害リスクの高い地域を

重点的に計画策定に努めていきます。 

○　障がい者福祉の推進 

　　「那須烏山市障がい者福祉計画」に掲げた理念を具体化し、様々な施策を効率的に推進するため、

関係機関等との連携を強化し、各種事業を実施しました。「第３期障がい者計画」、「第６期障がい

福祉計画」及び「第２期障がい児福祉計画」の計画期間終了に伴い、次期計画の策定に取り組みま

した。 

障がい福祉サービスについては、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律

（障害者総合支援法）に基づき、障がい福祉サービス等の自立支援給付及び地域生活支援事業の推

進に努めました。 

 

（生活福祉グループ） 

　　本市における生活保護については、令和４年度が130世帯164人、令和５年度は136世帯172人

と若干の増加がありました。世帯割合については「高齢世帯」が60.3％、「障害世帯」が14.7％「傷

病世帯」が9.6％、「母子世帯」が3.7％、残りが「その他世帯」となっており、「その他世帯」は

主に40～50代の世帯主の失職や無職の世帯となっております。相談件数は、令和４年度は63件、

５年度は72件と増加しており、うち、生活保護の申請件数は４年度が23件、５年度が21件と若

干減少傾向にありましたが、生活に困窮する相談は増加傾向にあります。生活保護の申請理由の多

くは、家族の支援減少や預貯金等の減少となっており、ここ数年は、施設入所者が利用料を賄いき

れないという相談が増えております。これらの背景には、物価や光熱費等の高騰による影響、年金

で無職の子を育成していた親の入院・死別等が推察されます。 

医療扶助の割合は全国的に高く、本市でも高い状態にあります。４年度は約４千万円の減少があ

り、５年度も減少傾向にある状況ですが、依然、医療扶助の割合は約５割を占めております。減少

の理由としては去年同様に死亡等で医療行為が不要になるケースが多く、治癒や病状の軽減での減
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少ではありませんでした。医療扶助については、重症化予防等の対策として医療レセプト情報を活

用し、訪問時に専門職の同行や病院等との連携を行うなど継続した支援を努めていきます。 

また、葬祭扶助については、毎年の対応があり、身寄りのいない単身世帯が増加している事が伺

えます。 

　　生活困窮者自立支援事業については、生活保護を受給せず経済的自立を目的に社会福祉協議会や

ハローワークなど関係機関と連携し、求人者の情報収集と提供、アドバイス等就労支援を行いまし

た。また、居住喪失を防ぐため、住宅確保給付金や自立支援支給金（単年）の支給、社会福祉協議

会が窓口となる総合支援資金貸付の案内などを行い自立促進への支援をしてきました。６年度には

社会福祉協議会へ事業の業務委託を行い、今後も相談者の自立を支援するため、関係機関との連携

を図りながら実施していきます。 

〇　給付金の実施 

　   新型コロナウイルス感染拡大によるエネルギー、食料品価格等の物価高騰の影響を受けた

低所得生活者への支援を目的とした「物価高騰に伴う低所得世帯支援給付金事業」により

３万円、７万円（追加）を住民税非課税世帯へ支給しました。 
 

（高齢いきがいグループ） 

少子高齢化が急速に進行する中、本市の高齢化率は39.27％と、県内でも上位に位置し、高齢者

に占める75歳以上の割合が増加しており、今後認知症の発症やフレイルの進行等による介護申請

が増えることが懸念されます。 

また、核家族化や地域社会の人々とのつながりの希薄化により、高齢者等が必要な支援を受けら

れずに孤立するなどの問題が深刻化するとともに、一人暮らし高齢者及び高齢者世帯の増加、社会

保障費の増加等が顕在化し高齢者施策は喫緊の課題となっています。このような中、令和３年４月

からは「那須烏山市高齢者福祉計画・第８期介護保険事業計画」に基づき高齢者が住み慣れた地域

で安心して日常生活を営むことができるよう事業を実施してきました。 

生きがい対策としては、高齢者の社会参加の機会が図れるよう、通いの場のサポーターに対する

活動支援をはじめ、シルバー人材センター・老人クラブの事業支援を行いました。 

また、生活支援体制整備事業としては、令和４年度に実施した高齢者の買い物アンケート調査を

もとに、令和５年度において市社会福祉協議会や関係機関と協働し「買い物ガイドブック」を作成

しました。 

敬老会は、新型コロナウイルス感染症発生前と同様の開催形態もしくは代替方法（記念品のみ配

布）で実施しました。 

　今後も高齢化率はさらに上昇することが予想されるため、高齢者であっても「支えられる側」か

ら何らかの役割を持ち「支える側」、「生涯現役」であり続ける社会へと変わっていくことを市民に

周知し、安心して生活できる地域づくりを担っていきます。 

 

（健康増進グループ） 

本市は、高齢化に伴い、医療費が年々伸びている状況です。市民自らが、自分の健康に関心を持

ち、早い段階から予防活動に取り組み、個々の健康寿命を延ばせるよう、令和４年度に実施した「な

すからすやま健康プラン第２期計画中間評価」を基に、令和８年度の最終評価に向け、各種事業に

取り組んでいます。 

生活習慣病対策では、健康診査受診率の向上が重要であることから、インターネット予約システ

- 107 -



ムの使用や女性限定、夜間、休日の健診日を設け受診しやすい環境を整えるともに、未受診者への

勧奨を行っています。また、結果説明会での個別指導強化も進めています。 

健診受診者が楽しみながら健康づくりが行える「健康マイレージ事業」では、関係課との連携を

強化、周知方法の見直しなど利用者拡大に向けた対策により、申請者が前年度の2.4倍に増加しま

した。 

食に関する事業としては、「食生活改善推進員」の協力のもと、おやこの食育教室や糖尿病予防

教室等で調理実習を再開したことで、満足度の高い講座を実施することができました。 

歯科保健については、個別及び集団での歯周病検診等を実施していますが、受診者が低迷してい

ることから県のモデル事業を受託し、次年度に向けた課題を整理しました。 

後期高齢者保険広域連合の受託事業である「高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業」で

は、国保データベース（KDB）システムを活用した健康課題を分析・課題解決のための事業の企画

調整を担当、高齢いきがいグループとともに各事業に取り組んでいます。 

感染症予防対策としては、高齢者インフルエンザ、肺炎球菌ワクチン、成人の風しん（麻しん風

しん混合）ワクチンの接種勧奨や費用の助成を行いました。 

こころの健康づくりについては、「なすからすやま自殺対策行動計画」に基づき、ゲートキーパ

ー養成講座、こころを元気にする日講演会のほか、庁内連絡会議を立ち上げました。 

新規事業である、「がん患者補整具助成事業」では、11人に対し助成を行いました。 

今後も、健康寿命の延伸を目指し、個々と地域全体の健康増進に向け取り組んでいきます。 

 

（新型コロナワクチン接種対策室） 

　　新型コロナウイルス感染症の発症及びまん延防止を図るため、令和３年４月から新型コロナウイ

ルスワクチン接種対策室を健康福祉課内に立ち上げ、国の特定臨時接種として新型コロナワクチン

接種体制の確保をしました。令和５年度も継続してワクチンの集団接種（春開始接種・秋開始接種）

に取り組み、接種を希望する市民がワクチン接種を行えるように努めました。 

（詳細は、「新型コロナウイルス感染症対応編」に掲載） 

 

 

 

(1)　社会福祉 

① 　民生委員・児童委員数等　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和６年３月31日現在） 

（注） （   ）内は主任児童委員数。任期は令和７年11月30日まで。定数77名。 

　　　　担当世帯数及び担当人口は主任児童委員を除いた委員で算出。 

 

 

 

 

 地区別委員数（人） 男女別委員数（人） 一人当たり 

担当世帯数 

（平均）

（世帯）

一人当たり

担当人口 

（平均）

（人）

平均年齢（歳）

 
南那須地区 烏山地区 男 女 計 男 女 計

 28(2) 44(3) 33(0) 39(5) 72(5) 154 356 69.3 66.0 67.5
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②　各種手当の状況 

ア　特定疾患者福祉手当の支給状況　　　 　　　　　　　　　　　　（各年度３月31日現在） 

 

イ　特別児童扶養手当の支給状況　　　 　　　　　　　　　　　　　（各年度３月31日現在） 

 

ウ　特別障害者手当等受給者数の状況　　　 　　　　　          　（各年度３月31日現在） 

※特別障害者手当：精神又は身体に重度の障がいがあるため日常生活において常時介護を必要とす 

　　　　　　　　　る在宅の20歳以上の者に対して支給 

※障害児福祉手当：日常生活において常時介護を必要とする重度の障がい児（20歳未満）に対して 

　　　　　　　　　支給 

 

③　災害援護 

　災害援護資金貸付金貸付状況 

　　　東日本大震災の被災による災害援護資金貸付金の総額は、10件22,400千円です。 

そのうち、５件8,900千円は繰上償還があり、５件13,500千円は平成29年12月から償還が開始

となりました。 

　令和元年東日本台風の被災による災害援護資金貸付金の総額は、１件1,200千円です。令和５

年４月から償還が開始となりました。 

 

 区　分 受給者数（人） １人月額（円） 支給総額(円） 備　　　考

 令和４年度 210 4,000 9,428,000
特定疾患者に認

定された者に対

して支給

 令和５年度 208 4,000 9,708,000

 比　　　較 △2 280,000

 区　分 対象世帯数(世帯) 対象児童数（人） 備　　　考

 令和４年度 37 43 心身に障がい(重度）のあ

る20歳未満の児童を監護

している父母、またはその

養育者に国が支給

 令和５年度 38 41

 比　　　較 1 △2

 区　分 特別障害者手当（人） 障害児福祉手当（人） 金　　額（円）

 令和４年度 17 6 6,816,260

 令和５年度 18 5 7,086,160

 比　　　較 1 △1 269,900
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⑵　障がい者福祉　 

①　障がい者手帳の状況 

ア　身体障害者手帳の交付状況　　　　　　　　　　 （令和６年３月31日現在、単位：人） 

 

イ　療育手帳（知的障がい者）の交付状況          　（令和６年３月31日現在、単位：人） 

 

ウ　精神障害者保健福祉手帳の状況          　　　　（令和６年３月31日現在、単位：人） 

 

②　障がい者自立支援 

ア　障がい福祉サービス給付費の状況         　　　　　　　　　（各年度３月31日現在） 

 

イ　障がい児通所サービス給付費の状況         　　　　　　　　（各年度３月31日現在） 

 

 障がい区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 計

 視　　　覚 22 24 7 6 15 8 82

 聴覚・平衡 36 20 41 0 74 171

 音　　　声 9 4 13

 肢　　　体 68 91 101 170 96 55 581

 内　　　部 231 1 23 107 362

 複　　　合 30 15 8 2 2 0 57

 計 351 167 168 330 113 137 1,266

 区　　分 最重度A1 重　度A2 中　度B1 軽　度B2 計

 障がい児 6 11 8 54 79

 障がい者 27 61 105 70 263

 計 33 72 113 124 342

 １級 ２級 ３級 計

 56 132 38 226

 区　分 令和４年度 令和５年度 比　　較

 金額（円） 構成比（%） 金額（円） 構成比（%） 金額（円）

 介 護給 付 費 255,273,149 44.9 250,767,365 42.6 △4,505,784

 訓練等給付費 303,724,876 53.4 328,159,207 55.7 24,434,331

 計画相談支援費 9,492,386 1.7 10,002,970 1.7 510,584

 計 568,490,411 100　 588,929,542 100　 20,439,131

 
区　分

令和４年度 令和５年度 比　　較

 金額（円） 件数 金額（円） 件数 金額（円）

 障がい児通所 
給 付 費 83,619,140 1,569 103,873,220 1,683 20,254,080

- 110 -



ウ　補装具費及び日常生活用具等の状況        　　　　　　　　　（各年度３月31日現在） 

 

エ　軽度・中等度難聴児補聴器購入費等助成及び小児慢性特定疾患児日常生活用具の状況 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （各年度３月31日現在） 

 

オ　療養介護医療費及び障がい児通所医療費　       　　　　　　（各年度３月31日現在） 

 

カ　自立支援医療（更生医療）の給付状況　    　　　　　　　　　（各年度３月31日現在） 

 

キ　自立支援医療（精神通院）利用者の状況　        　　　　　　（各年度３月31日現在） 

 
区　分

補装具 日常生活用具 障がい者紙おむつ給付

 件数 金額(円） 件数 金額(円） 件数 金額(円）

 令和４年度 36 4,129,347 807 7,369,683 108 533,947

 令和５年度 34 3,680,564 811 7,397,363 103 514,436

 比　　　較 △2 △448,783 4 27,680 △5 △19,511

 
区　分

軽度・中等度難聴児補聴器 小児慢性特定疾患児日常生活用具

 件数 金額(円） 件数 金額(円）

 令和４年度 0 0 0 0

 令和５年度 0 0 0 0

 比　　　較 0 0 0 0

 
区　分

療養介護医療費 障がい児通所医療費

 件数 金額（円） 件数 金額（円）

 令和４年度 84 6,687,549 0 0

 令和５年度 84 6,490,911 0 0

 比　　　較 0 △196,638 0 0

 
区　分

人工透析 そ の 他 計

 件　数 金　額(円） 件　数 金　額(円） 件　数 金　額(円）

 令和４年度 324 10,389,286 60 3,408,478 384 13,797,764

 令和５年度 279 15,172,649 91 4,313,287 370 19,485,936

 比　　　較 △45 4,783,363 31 904,809 △14 5,688,172

 区　分 制度利用者（人） 備　　　考

 令和４年度 440
自立支援医療の精神通院は、認

定申請は市で、認定及び給付は

県が実施

 令和５年度 443

 比　　　較 3
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ク　障がい者相談支援センターの相談状況（大和久福祉会委託）　 　　（各年度３月31日現在） 

 

ケ　地域生活支援事業利用の状況         　　　　　　　　　　　（各年度３月31日現在） 

 

コ　手話奉仕員養成研修事業受講者の状況      　　　　　　　　　（各年度３月31日現在） 

※年間受講開催件数40回、年間講習時間数80時間 

 

サ　障がい程度区分認定者数の状況      　　　　　　　　　　　　（各年度３月31日現在） 

※認定審査会開催件数21回 

 
区　分

障がい種別相談実人数（人） 相談延べ 

回数(回)

委託金額

（円）  身体障 
がい者

知的障 
がい者

精神障 
がい者

高次脳機 
能障がい

その他 合　計

 令和４年度 20 57 51 1 10 139 2,119 9,000,000

 令和５年度 26 61 62 0 3 152 2,616 9,000,000

 比　　　較 6 4 11 △1 △7 13 497 0

 
区　分

令和４年度 令和５年度 比　　　較

 利用延人数 金額(円) 利用延人数 金額(円) 利用延人数 金額(円)

 地 域 活 動 支 援 
セ ン タ ー 事 業 81 3,913,280 80 5,475,360 △1 1,562,080

 日中一時支援事業 101 2,188,925 111 2,608,695 10 419,770

 移 動 支 援 事 業 89 568,850 89 476,884 0 △91,966

 手 話 通 訳 者 等 
派 遣 事 業 0 175,000 1 191,740 1 16,740

 計 271 6,846,055 281 8,752,679 10 1,906,624

 
区　分 受講人数 終了人数

手話奉仕員養成講座
終了者台帳登録人数

延登録人数

 令和４年度 5 5 4 17

 令和５年度 5 5 5 22

 比　　　較 0 0 1 5

 区　分 区分1 区分2 区分3 区分4 区分5 区分6 計

 
令和４年度 1 11 16 13 4 13 58

 
令和５年度 0 18 17 16 9 11 71

 
比　　　較 △1 7 1 3 5 △2 13
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③　障がい者支援 

ア　重度心身障がい者医療費助成の状況           　　　　　　　　　　（各年度３月31日現在） 

 

イ　障がい者福祉タクシー事業の助成状況           　　　　　　　　　（各年度３月31日現在） 

※対象者は、市内に住所を有し、かつ、世帯で市税等の滞納がない方のうち、身体障害者手帳１級又

は２級、療育手帳A1又はA2、精神障害者保健福祉手帳１級のいずれかの手帳を所持する者。

 区　分 対象者(人) 件数(件) 助成額(円） 1件当り助成額(円)

 令和４年度 531 8,559 36,464,231 4,260

 令和５年度 532 8,082 36,153,618 4,473

 比　　　較 　1 △477 △310,613 213

 区　分 交付者数（人） 交付枚数(A) 使用枚数(B) 助成額（円） 使用率(B/A)

 令和４年度 76 7,638 3,951 1,975,260 51.7％

 令和５年度 89 7,500 3,840 1,920,000 51.2％

 比　　　較 13 △138 △111 △55,260 △0.5％
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⑶　生活福祉 

①　保護種類別被保護世帯数及び被保護人員　　　　　　　　　　（各年４月１日現在） 

 

②　生活保護申請等件数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

③　生活保護費の支給等状況 

ア　生活保護費の決算額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円） 

 
イ　生活扶助費の内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：円） 

 
④　生活困窮者自立支援事業 

 

 
区　　分

被保護世帯数 被保護人員 栃木県の 

被保護者状況  市内世帯 （保護率） 市内人口
 

令和４年度 130世帯 10,394世帯
164人 

（0.65％）
24,948人

　16,498世帯 

　　　19,862人

 
令和５年度 136世帯 10,395世帯

172人 

（0.70％）
24,432人

　16,517世帯 

　　　19,786人

 
令和６年度 129世帯 10,313世帯

160人 

（0.67％）
23,839人

　16,603世帯 

　　　19,780人

 区　分 新規申請件数 開始件数 却下件数 取下件数 廃止件数

 令和４年度 23件 23件 0件 0件 19件

 令和５年度 21件 19件 1件 1件 21件

 比　較 △2件 △4件 1件  1件  2件

 
区　分

支出済額 国庫負担金 
（受入額）

法第63条等 
返　還　金

市 負 担 分 
支出済額の1/4

市負担分のうち 
法 第 7 3 条 に 
よる県負担 金

 生活扶助費 施設事務費

 令和４年度 214,665,176 8,418,270 174,317,001 5,360,688 55,770,861 6,498,850

 令和５年度 218,124,169 9,366,450 185,755,212 2,025,168 56,872,654 8,265,044

 比　較 3,458,993 948,180 11,438,211 △3,335,520 1,101,793 1,766,194

 区　分 生活扶助 医療扶助 介護扶助 そ の 他 合　　計

 令和４年度 72,834,090 110,211,794 9,241,484 22,377,808 214,665,176

 令和５年度 77,019,577 104,472,467 10,317,715 26,314,410 218,124,169

 比　較 4,185,487 △5,739,327 1,076,231 3,936,602 3,458,993

 
区　　分

自　立　相　談　支　援　事　業

 合計 ～20代 30代 40代 50代 60代

 令和４年度 26件 0件 2件 4件 6件 14件

 令和５年度 25件 0件 1件 3件 6件 15件

 比　較  △1件 0件 　△1件 　△1件 0件 　1件
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⑤　物価高騰に伴う低所得世帯支援給金事業 

　　ア　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金：３万円 

　令和５年６月１日を基準に住民税均等割が非課税の世帯が対象、確認書に本人確認書類と振

込先の分かるものを添付し給付手続きを行いました。また、令和５年１月２日から６月１日ま

でに市外から転入した世帯又は世帯員がいる世帯は非課税証明なども添付し申請書で手続き

を行いました。 

 

申請受付期間：令和５年７月１日～令和５年10月31日　（単位：件） 

支給金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件、円） 

 

イ　物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金：７万円 

令和５年12月１日を基準に住民税均等割が非課税の世帯が対象で３万円の追加として支給し

ました。 

変動がない世帯は添付書類の省略など手続きを簡略し、支給申込書のみの提出で支給を可と

し、令和５年６月２日から12月１日までに変動がある世帯はその状況に応じ、確認書や申請書

の手続きとしました。 

 

申請受付期間：令和６年２月１日～令和６年３月31日　　　　　　　　　　（単位：件） 

支給金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件、円） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 確認書送付数 申請書送付数 合計
 

2,641 91 2,732

 確認書受付数 申請書受付数 合計
 2,449 48 2,497
 

給付額 74,910,000

 支給申込書送付数 確認書送付数 申請書送付数 合計
 

2,393 239 149 2,781

 支給申込書受付数 確認書受付数 申請書受付数 合計
 2,392 149 8 2,549
 

給付額 178,430,000
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⑷　高齢福祉 

① 　高齢者人口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　（各年度３月31日現在） 

※住民基本台帳人口（外国人住民含む）より。 

 

②　高齢者福祉事業 

ア　百歳到達者祝金贈呈事業 

※101歳以上の高齢者には記念品を贈呈している。 

イ　敬老会対象者数 

※対象者は77歳以上の高齢者。 

ウ　敬老祝金 

※支給額は80歳の方に10,000円。 

 

 

 

 

 区　分 令和４年度 令和５年度 比　　較

 総   人   口 24,432人 23,839人 △593人

 
65歳以上人口

9,421人 9,361人 △60人

 38.56％ 39.27％ 0.71㌽

 
75歳以上人口

4,936人 5,006人 70人

 20.20％ 20.99％ 0.79㌽

 区　分 百歳到達者数（人） 支給総額（円）

 令和４年度 15 750,000

 令和５年度 21 1,050,000

 比　　較 6 300,000

 
区　分

対象者（人）

 荒川 下江川 烏山 向田 境 七合 計

 令和４年度 786 789 928 584 530 680 4,297

 令和５年度 812 789 893 552 499 671 4,216

 比　　較 26 0 △35 △32 △31 △9 △81

 区　分 対象者（人） 金額（円）

 令和４年度 286 2,860,000

 令和５年度 305 3,050,000

 比　　較 19 190,000
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③　高齢者生きがい対策事業 

ア　老人クラブ設置状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（各年度３月31日現在） 

イ　高齢者福祉タクシー事業の助成状況　　　　　　　　　　　　　  （各年度３月31日現在） 

※対象者は、市内に住所を有し、世帯で市税等に滞納がない方のうち、次のいずれにも該当する者。 

75歳以上の高齢者、市県民税世帯非課税者、世帯で自家用自動車を所有していない、敷地内に移 

動手段を支援できる親族がいない、外出支援を目的とする他のサービス利用をしていない。 

ウ　通院支援事業（医療機関送迎）　　　　　 　　　　　　　　　　 （各年度３月31日現在） 

※対象者は、65歳以上、世帯で市税等に滞納がない方のうち、要介護認定３以上かつ寝たきり度Ｂ以

上の認定を受けた者。 

 

④　在宅高齢者支援 

ア　緊急通報装置設置事業　　　　（各年度３月31日現在） 

※対象者は、緊急性の高い病弱な独居高齢者及び高齢者世帯。 

 

イ　ねたきり老人等介護手当支給状況　　（各年度３月31日現在） 

 区　分 単位クラブ数 会員数（人） 地区別クラブ数

 
令和４年度

市 24 （南 12） 

　　　（烏 12）

市　1,166（南  642） 

　　　　 （烏  524）

荒川　　4  下江川　8 

烏山　　6　　境　　4　  七合　2 
 

令和５年度
市 22 （南 12） 

　　　（烏 10）

市　1,053（南  593） 

　　　　 （烏  460）

荒川　　4  下江川　8 

烏山　　4　　境　　4　  七合　2 
 

比　　較
市   （南   0） 

　　 （烏 △2）

市  △113（南 △49） 

　　　　 （烏 △64）

荒川　  0　下江川　0 

烏山　△2　　境　  0  　七合　0

 区　分 交付者数（人） 交付枚数(Ａ) 使用枚数(Ｂ) 助成額（円） 使用率(B/A)(％)

 令和４年度 226 15,732 10,116 5,058,000 64.3

 令和５年度 220 14,988 9,245 4,622,500 61.7

 比　　較 △6 △744 △871 △435,500 △0.5

 区　分 交付者数（人） 交付枚数(Ａ) 使用枚数(Ｂ) 助成額 使用率(B/A) (％)

 令和４年度 12 392 99 375,500 25.3

 令和５年度 11 446 41 133,340 9.2

 比　　較 △1 54 △58 △242,160 △16.1

 区　分 設置台数（台） 委託料（円）

 令和４年度 20 848,440

 令和５年度 20 846,000

 比　　較  0 △2,440

 区　分 受給者数（人） 支給総額（円）

 令和４年度 27 1,344,000

 令和５年度 14 980,000

 比　　較 △13 △364,000
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※対象者は、要介護認定を受け、６箇月以上臥床し寝たきり度Ｃ以上又は認知度Ⅲ以上の高齢者と同

居し、常時介護している家族。月額4,000円を支給。 

 

ウ　救急医療情報キット配付事業 

　　　　　　（各年度３月31日現在） 

※対象は、独居高齢者、高齢者世帯及び障がい者世帯 
 
⑤　老人ホーム入所の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（各年度３月31日現在） 

  

⑥　戦没者追悼式 

※令和元年度から市主催で実施。 

※令和２年度は、感染拡大の影響により中止。 

※令和３年度は、感染症対策をしたうえで縮小開催。 

※令和４年度以降は、通常開催。 

 

 

 区　分 累計配布世帯数

 令和４年度 1,084

 令和５年度 1,087

 比　　較 3

 
施設名

年

度

年度末 
措　置 
人　員

延措置 

人　員

施設別支払額 

（措置費）(円)

施設別徴収金 

（入所者負担金）

（円）
 聖園ヨゼフ老人ホーム 令

和

４

年

度

13 174 34,936,551 4,379,505

 聖園那須老人ホーム 1 12 1,948,220 489,000

 そ の 他 0 0 0 0

 合　　計 14 186 36,884,771 4,868,505

 聖園ヨゼフ老人ホーム 令

和

５

年

度

9 133 27,508,044 3,752,011

 聖園那須老人ホーム 1 12 1,931,636 575,510

 そ の 他 0 0 0 0

 合　　計 10 145 29,439,680 4,327,521

 聖園ヨゼフ老人ホーム

比

較

△4 △41 △7,428,507 △627,494

 
聖園那須老人ホーム 0 0 △16,584 86,510

 
そ の 他 0 0 0 0

 
合　　計 △4 △41 △7,445,091 △540,984

 区　分 実　施　日 会　場 参加人数（人）

 令和４年度 令和４年10月28日 南那須公民館 92

 令和５年度 令和５年10月13日 南那須公民館 85
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⑦　第十一回特別弔慰金　　（各年度３月31日現在） 

　※請求期間は令和２年４月１日から令和５年３月31日までの３年間。

 区　分 申請数 交付数

 令和４年度 　　　  3 　　  6

 令和５年度 　　　  0 　　  3

 比　　較 　　  △3 　  △3
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⑸　健康増進 

①　健康づくり事業 

ア　健康づくり推進協議会事業 

㋐　会議の開催状況 

 

㋑　元気あっぷ市民の集い 

イ　健康マイレージ事業 

 区　分 開催回数 主な取り組み内容

 

令和４年度
3回 健康プラン第2期計画中間評価、元気あっぷ市民の集い等

 
2回 健康プラン第2期計画中間評価のためのワーキング会議

 
令和５年度 2回 健康プラン第2期後期計画の推進、自殺対策行動計画について等

 区　分 期日・会場・参加者 内　　　　容

 

令和４年度

令和５年２月25日（土） 

那須烏山市保健福祉センター 

市民

・宇都宮ブレックスチアチームBREXYとの運動体験 

・市内障害者事業所による菓子等の展示販売 

・こころの相談窓口の周知

 

令和５年度

令和６年２月３日（土） 

南那須公民館 

市民

・笑いと健康をテーマとした講演会 

　「笑いはこころの特効薬」 

　　講師：日本笑いヨガ協会　高田 佳子 氏

 区　分 参加者 内　　　　容

 

令和４年度
20歳以上：102名 

こども　： 28名

【20歳以上】 

必須事業：健康診断 

対象事業：市が主催する健康づくり事業 

　　　　　　個人で取り組む健康づくり事業 

【こども】 

個人で取り組む健康づくり事業 

 

健診受診率の向上と健康づくりに取り組む動機づけ

として、20歳以上の市民を対象に実施。令和３年度よ

り小学１年生から中学３年生を対象としたこども版健

康マイレージ事業を実施。 

積極的に健康づくりに参加し、規定のポイントを貯

めると景品と交換ができる。

 

令和５年度
20歳以上：244名 

こども　： 24名
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ウ　食育推進事業 

　　　㋐　おやこの食育教室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：回、人） 

※概要：小学生とその保護者を対象に、講話や調理実習などを通じて、朝食の大切さ、生活リズム等

についての理解を図る。 

 

　㋑　食育ミニ講話　　　 　（単位：校、人） 

※概要：各学校に訪問し、小学１年生を対象に、「市オリジナルキャラクター食育ランチョンマット」

を用いて、「配膳方法」「好き嫌いしないで食べること」等の大切さを伝える。 

 

エ　食生活改善推進員事業 

㋐　食生活改善推進員養成講座　（単位：人） 

※概要：隔年実施。 

 

㋑　生活習慣病予防等講座　（単位：回、人） 

※概要：高校生や高齢者等を対象に、食生活改善推進員が中心となり、高血圧・メタボリックシンド 

　　　　ローム等の生活習慣病予防や、フレイル・低栄養予防についての講話や調理実習を実施。 

㋒　その他の活動 

　　　　▷市マラソン大会での豚汁調理・配布（約1,000食） 
　　　　▷なすからつながるフェスタでの非常食展示とパッククッキング調理の試食配布(約70食) 
　　　　▷会員向け研修会（フレイル・低栄養予防） 
 

オ　イスウル運動推進事業 

㋐　からだ元気教室　　　　　　　　　　　　　（単位：回、人） 

※対象：イスウル友の会会員及び希望者 

 区　　分 対　　　象 開催回数 参加人員

 令和４年度 新型コロナウイルス感染症蔓延予防のため見合わせ

 令和５年度 小学生とその保護者 1 18（7組）

 区　　分 学校数 人数

 令和４年度 5 128

 令和５年度 5 139

 区　分 修了者 会員登録

 令和４年度 8 7

 区　分 実施回数 参加延人員

 令和４年度 8 125

 令和５年度 11 127

 区　分 開催回数 参加実人員 参加延人員

 令和４年度 6 25 80

 令和５年度 5 31 90
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　概要：休養・栄養・運動の講座を実施。学んだことを生活に取り入れ地域へ普及する。 

 

㋑　健康ウォーク　　　　　　　　　　　　　　（単位：人） 

 
②　予防事業 

ア　高齢者インフルエンザ予防接種の実施状況 　　　　　　　　　　　　（単位：人、％、円） 

※対象者：65歳以上及び60歳～65歳未満で心臓・腎臓・呼吸器・免疫の機能において障がいを有する 

　　　　　方 

※助成額：委託料及び補助金3,500円/件（上限） 

　　　　　生活保護受給者は4,500円/件（上限） 

イ　高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種の実施状況　　　　　　　　　　　 （単位：人、％、円） 

※対象者：65歳以上及び60歳～65歳未満で心臓・腎臓・呼吸器・免疫の機能において障がいを有する 

　　　　　方 

※助成額：委託料及び補助金4,000円/件（上限） 

　　　　　生活保護受給者は8,000円/件（上限） 

ウ　風しん予防接種の実施状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：人、％、円） 

 区　分 場　所 参加実人員

 
令和４年度 小河原遊歩道周辺 13

 
令和５年度 龍門の滝周辺 24

 区　分 対象者 接種者 接種率 内　　　訳 支出総額

 
令和４年度 9,467 5,807 61.3

管内接種者　(5,328) 

管外接種者　(　479)

20,329,500 

(うち補助金分 61,000)

 
令和５年度 9,414 5,416 57.5

管内接種者　(4,961) 

管外接種者　(　441)

18,960,000 

(うち補助金分 53,000)

 
比　較 △53 △391 △3.8

管内接種者　(△367) 

管外接種者　( △38)

△1,369,500 

(うち補助金分△8,000)

 区　分 対象者 接種者 接種率 内　　　訳 支出総額

 
令和４年度 5,002 69 1.4

管内接種者　(　 60) 

管外接種者　(　  9)

276,000 

(うち補助金分 28,000)

 
令和５年度 4,866 101 2.1

管内接種者　( 　91) 

管外接種者　( 　10)

404,000 

(うち補助金分 12,000)

 
比　較 △136 32 0.7

管内接種者　( 　31) 

管外接種者　(  　1)

128,000 

(うち補助金分△16,000)

 区　分 対象者 接種者 接種率 内　　　訳 支出総額

 
令和４年度 181 16

(単独　 4) 

(混合　12)
8.8

管内接種者( 10) 

管外接種者(　6)

72,000 

(うち補助金分 24,000)
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◎単独＝風しん単独ワクチン、混合＝麻しん風しん混合ワクチン 

　※対象者：①19歳以上49歳以下の妊娠を予定する又は妊娠を希望する女性とその配偶者 

　　　　　　②妊娠している女性の配偶者 

　※助成額：風しん単独ワクチン委託料及び補助金3,000円/件（上限） 

　　　　　　麻しん風しん混合ワクチン委託料及び補助金5,000円/件（上限） 

 

エ　風しん追加的対策の実施状況　　　　　　　　　　　　 （単位：人、円） 

※公的に予防接種を受ける機会がなかった昭和37年４月２日～昭和54年４月１日生まれの男性を対象

とした追加的対策。令和６年度まで延長。 

 

③　健康増進事業 

ア　健康教育 

㋐　結果説明会　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：回、人、％） 

※未来所者に対しては、追加説明会日及び家庭訪問にて結果を説明、全員に返却している。 

㋑　特定保健指導　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：人） 

※対象：積極的支援　40～64歳　腹囲基準、項目３つ以上該当 

　　　　動機付け支援　40～74歳　腹囲基準、項目１つ該当 

　　　　＊血圧・高脂血症・糖尿病で治療者は対象外 

※概要：積極的支援　初回面接終了後３箇月以上継続して支援し、６箇月後評価を行う。 

　　　　動機付け支援　初回面接にて改善計画を立て自力で実施し、３箇月後評価を行う。 

※区分：「終了者」当該年度内に初回面接から評価まで終了した方。 

　　　 「初回面接のみ」当該年度は初回面接のみを行い実施評価は翌年になる方、又は 

 
令和５年度 159 10

(単独　 2) 

(混合　 8)
6.3

管内接種者(  8) 

管外接種者(　2)

46,000 

(うち補助金分　6,000)

 
比　較 △22 △6

(単独 △2) 

(混合 △4)
△2.5

管内接種者(△2) 

管外接種者(△4)

△26,000 

(うち補助金分 △18,000)

 区　分 抗体検査 予防接種 支出総額

 
令和４年度 92 17

抗体検査　　572,572 

予防接種　　187,000

 
令和５年度 64 16

抗体検査　　404,173 

予防接種　　176,000

 区　分 開催回数 対象者数 来所者数 来所率

 令和４年度   22 2,569 1,788 69.5

 令和５年度   24 2,075 1,481 71.4

 区　分 内　容 対象者 終了者 初回面接のみ 実施評価のみ

 
令和４年度

積 極 的 支 援 45 3 21 13

 動機付け支援 141 62 37 20

 
令和５年度

積 極 的 支 援 47 11 13 6

 動機付け支援 147 63 27 11
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　　　　　　　　　　　 初回面接のみで中断となった方。 

　　　 「実施評価のみ」前年度に初回面接を行い、当該年度は実施評価のみを行う方。 

※その他：一部、栃木県保健衛生事業団や栃木環境装置に委託して実施。 

㋒　運動習慣化教室　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：回、人） 

 

イ　健康相談　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：回、人） 

※重点健康相談：食生活・健康相談（病態別相談：高血圧・脂質異常・糖尿病・肥満等）・糖尿病重症 

化予防保健指導等 

　総合健康相談：結果説明会、個別結果説明（予備日含む）、健康測定等 

 

ウ　生活習慣病予防事業 

㋐　生活習慣病予防教室　　　　　　 　　　　　　　　　　 （単位：回、人） 

㋑　糖尿病重症化予防事業　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（単位：人） 

 

 区　分 開催回数 実人員 延人員

 令和４年度 5 11 39

 令和５年度 6 14 64

 

対象者等

【令和４年度】 

特定保健指導該当者、20歳～64歳で教室に興味のある方 

【令和５年度】 

特定保健指導該当者、20歳～65歳で教室に興味のある方

 
区　分

重点健康相談 総合健康相談

 開催回数 延人数 開催回数 延人員

 令和４年度 22 128 40 2,010

 令和５年度 35 219 40 1,545

 区　分 開催回数 実人員 延人員

 令和４年度 4 19 67

 令和５年度 6 35 92

 
対象者等

特定健診等で血圧や血糖値、脂質の項目において要指導となった方を

中心に、生活習慣病の発症、重症化予防を目的とした教室。基礎知識

の確認、栄養講話、運動指導等を実施。

 区　分 情報提供 受診勧奨 保健指導

 令和４年度         1,038 119 　0

 令和５年度         　984 84 　6

 

対象者等

特定健診等で血糖値が基準値を超えている方 

（栃木県糖尿病重症化予防プログラムに準じて実施。情報提供は当該

年度、受診勧奨及び保健指導は前年度の健診結果より対象者を決定。）
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エ　健康診査事業 

㋐　肝炎ウイルス検診実施状況　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　（単位：人、円） 

※平成23年度より個別勧奨事業実施 

㋑　フレッシュ健診受診状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：人、円） 

㋒　特定健康診査等実施状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：人） 

※国保対象者については市民課にて実施 

　国保等対象外（生活保護受給者）、社保被扶養者についてのみ健康増進グループで実施 

㋓　骨粗しょう症検診受診状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：人、円） 

※対象者：40・45・50・55・60・65・70歳の女性　自己負担 600円 

 区　分 B型＋C型 B型のみ C型のみ 備　　　考

 
令和４年度 265 7 0 実 施 方 法：集団健診と同時実施 

対　象　者：40歳以上で未受診の方 

自己負担金：B型＋C型 300円、B型 150円 

C型 150円、個別勧奨対象者 0円

 
令和５年度 243 5 1

 
区　分 受診者 支出総額 備　　　考

 
令和４年度 213 773,190

実 施 方 法：集団健診と同時実施 

対　象　者：20歳～39歳（加入保険不問） 

自己負担金：0円

 
令和５年度 197 715,110

 
比　較 △16 △58,080

 
区　分 受診者数

指導区分別実人員

 
異常認めず 要 指 導 要 医 療 要継続治療

 

令和４年度

国保等対象外 4　 0　 1　 3　 0　

 社保被扶養者 259　 21　 123　 108　 7　

 計 263　 21　 124　 111　 7　

 

令和５年度

国保等対象外 6　 0　 1　 5　 0　

 社保被扶養者 277　 18　 121　 129　 9　

 計 283　 18　 122　 134　 9　

 
区　分 受診者

受診者内訳
支出総額  

異常なし 要指導 要医療

 令和４年度 212 108 86 18 129,320

 令和５年度 128 50 58 20 78,080

 比　較 △84 58 28 △2 △51,240
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㋔　がん検診受診状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人、％） 

※対象者：令和2年国勢調査の人口等からの算出 

　　　　　（対象者＝市町村人口－就業者数＋農林漁業従事者） 

※胃がん、肺がん、大腸がん、前立腺がんは集団健診の受診者数。子宮頸がん、乳がんは集団健診及

び施設検診の受診者数の合計 

 

㋕　がん検診の対象者及び支出状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：円） 

 

㋖　歯周病検診受診状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：人、円） 

※対象者：40・50・60・70歳　自己負担　500円 

 

 

 

 

 
区　分

令和４年度 令和５年度 比　較

 
対象者 受診者 受診率 対象者 受診者 受診率 対象者 受診者 受診率

 胃 が ん 9,825 983 10.0 9,825 957 9.7 0 △26 △0.3

 肺 が ん 9,825 2,141 21.8 9,825 2,119 21.6 0 △22 △0.2

 大 腸 が ん 9,825 2,040 20.8 9,825 2,064 21.0 0 24 0.2

 前立腺がん 3,933 799 20.3 3,933 831 21.1 0 32 0.8

 子宮頸がん 6,042 953 16.8 6,042 885 14.6 0 △68 △2.2

 乳 が ん 5,601 1,216 21.7 5,601 1,326 23.7 0 110 2.0

 
区　分 対象者

支　出　総　額 令和５年度 

自己負担金  令和４年度 令和５年度 比　較

 胃 が ん 40歳以上 3,047,300 3,808,860 761,560 1,300　

 肺 が ん 40歳以上 2,286,652 2,648,750 362,098 400　

 大 腸 が ん 40歳以上 2,570,400 2,600,640 30,240 500　

 前立腺がん 50歳以上の男性 743,070 772,830 29,760 500　

 
子宮頸がん 20歳以上 3,522,480 3,207,060 △315,420 1,500　

 
乳 が ん

30歳以上(超音波のみ) 396,000 353,250 △42,750 500　

 40歳以上 6,677,820 6,944,740 266,920 1,000　

 
区　分

受診者 指導区分別実人員 支出総額

 個別 集団 計 要精検 要指導 異常なし 不明

 令和４年度 18 2 20 11 9 0 0 68,400　

 令和５年度 29 9 38 15 17 5 1 110,200　

 比　較 11 7 18 4 8 5 1 41,800　
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㋗　ピロリ菌検査受診状況　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人、円） 

※ピロリ菌検査を実施し、胃がんの発症を予防するとともに、健康に対する関心を高める。 

※対象者(令和４年度)：平成14年４月２日～平成15年４月１日生まれ 

※対象者(令和５年度)：平成15年４月２日～平成16年４月１日生まれ 

 

④がん患者補整具購入助成事業 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件、円） 

※がん治療に伴う副作用等により、医療用補整具を購入した場合、購入費の一部を助成する。 

※助成額：ウィッグ　30,000円または購入費の9/10のいずれか少ない額 

乳房補整具　20,000円または購入費の9/10のいずれか少ない額 

 

⑤　地域自殺対策強化事業 

ア　ゲートキーパー養成講座　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：回、人） 

 

イ　自殺対策庁内連絡会議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

 
区　分 対象者 受診者

受診者内訳
支出総額  

陰性 陽性

 令和４年度 193 23 21 2 138,000

 令和５年度 202 25 23 2 150,000

 比　較 9 2 2 0 12,000

 区　分 助成数 支出総額

 
令和５年度

ウィッグ 　　9 270,000

 
乳房補整具 　　2 40,000

 区　分 開催回数 参加者数 対象者 内　　容

 
令和４年度 2 　 192

烏山中学校２年生 

南那須中学校３年生

・ゲートキーパーの役割と心得 

・生徒自身のSOSの出し方について

 
令和５年度 2 　 67 民生児童委員

・日頃の活動に活かすためのゲート

キーパーの役割

 区　分 開催回数 内　　　容

 
令和５年度 1 自殺対策行動計画における庁内の実施状況等
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